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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

【ポイント】

３× x × x －(x ＋２)÷５ 省略できるのはかけ算の記号だけだよ。

同じ文字があるときは，指数を使って書くよ。

x ＋２ わり算は，記号を使わないで，分数の形で書くよ。
３ x ２－

５

２

(1) １０００－５ x （円） 【ポイント】

(おつり)＝(出したお金)－(買い物した金額)

７
(2) x （人） 【ポイント】

１００

または， ７％を分数や小数に表してから考えるといいよ。

０．０７ x （人） (欠席者の人数)＝(学級全体の人数)×(欠席者の割合)

３ ５－３ x

＝５－３× x

＝５－３×(－３)

＝５＋９

＝１４

【ポイント】

４ 代入する前に，省略してある記号を使って

書き直すと分かりやすいよ。
＝ x × x －２０÷ x

＝(－４)×(－４)－２０÷(－４)

＝１６－(－５)

＝１６＋５

＝２１
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ９ x －８－４ x ＋５

＝９ x －４ x ＋５－８

＝５ x －３

【ポイント】

(2) ３ x －(７ x －５) かっこの前が－のときは，かっこの中の各項

＝３ x －７ x ＋５ の符号を変えたものの和として表したよ。

＝－４ x ＋５ －( ７ x －５)

符号を変える

＋(－７ x ＋５)

＝－７ x ＋５

(3) －５ x ＋２－(－３ x ＋８) －(－３ x ＋８)

＝－５ x ＋２＋３ x －８ 符号を変える

＝３ x －５ x ＋２－８ ＋(＋３ x －８)

＝－２ x －６ ＝＋３ x －８

２ 【たす】 【ひく】

(３ x －５)＋(１０ x ＋５) (３ x －５)－(１０ x ＋５)

＝３ x －５＋１０ x ＋５ ＝３ x －５－１０ x －５

＝３ x ＋１０ x ＋５－５ ＝３ x －１０ x －５－５

＝１３ x ＝－７ x －１０

または， または，

３ x －５ ３ x － ５ 【ポイント】
－ －

＋） １０ x ＋５ －） １０ x ＋ ５ ひき算の時は，

１３ x －７ x －１０ ひき算の記号を消し，

下の式の項を符号を変

えてから計算すると，

間違いが少ないよ。
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－
２

３

－
３

２

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) ２(３ x －１)＋３(x ＋４)

＝６ x －２＋３ x ＋１２

＝６ x ＋３ x ＋１２－２

＝９ x ＋１０

(2) ５(x －３)－２(x ＋１)

＝５ x －１５－２ x －２

＝５ x －２ x －１５－２

＝３ x －１７

5 ３ x －１０
(3) １５×

３
1

＝５×(３ x －１０)

＝１５ x －５０

(4) ６ x ÷

2
＝６ x ×

1
＝－４ x

７
(5) (２８ x －２１)÷

２

２
＝(２８ x －２１)×

７

4 ２ 3 ２
＝２８ x × －２１×

７1 ７1

＝８ x －６
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) ５ a ＋３ b ＝７４０

５ ５ 【ポイント】
(2) ＋ ＝３

a b (時間)＝(道のり)÷(速さ)

２ a ＋ b 【ポイント】
(3) ＝ c

３ (平均点)＝(全員の合計点数)÷(人数)

全員の合計点数は，平均点の３倍になる。

２ a ＋ b ＝３ c

の式もあるよ。

２

(1) ５ a ≧２０００ 【ポイント】

２０００円は，５人が a 円出しあったお金以下である。

２０００≦５ a

５人で a 円出しあうと，２０００円の物が買える。

５ a －２０００≧０

もあるよ。

(2) a ＋ b ＜ c


